
派遣当時は日韓関係が悪化していた時期であり

不安なことが多かったのですが、実際に韓国に行ってみると

それ以上に楽しいことや学べることが多くあって、非常に貴重な時間になりました。

ホームステイ先の友達と韓国の観光スポットを巡り、

美味しい韓国料理を食べたことも忘れられない思い出ですが、1番印象に残ったのは人の温かさです。

ホームステイ先の家族は私をとても優しく迎えてくださり、政治の関係が悪化していた時期だからこそ、

国と国の問題は、人と人の問題とは関係ないのだということを改めて感じることができました。

現在私は外国語大学に通っていて中国語を勉強しています。

英語や韓国語、中国語で様々な国の人と会話することが多くあります。

江東区へのホームステイは私の進路選択の大きな要素のひとつとなっています。

参加を考えている方は前向きに検討してみてください！

みなさんにとって必ずいい経験になると思います。応援しています！

（派遣当時 高校1年生）
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私は、２０１９年第６回韓国江東区への青少年交流団に参加いたしました。

当時、日韓関係は日に日に悪くなっており、ソウル市内では反日デモが頻繁に起こっていました。

そんな中、江東区役所や武蔵野市役所の方々が私たちのスケジュールを

調整して何とか研修ができるように尽力してくださいました。

そのおかげで、韓国でホームステイをして日本とは異なる文化に触れることができ、

韓国に対する漠然とした興味が、歴史や言語、文化についてもっと知りたい

という具体的な学習意欲につながりました。

大学に進学してから韓国語の授業をとって、当時よりも話したり読んだりできるようになりました。

海外でのホームステイはとても不安でしたが、私も含め団員全員が温かいホストファミリーに恵まれ、

韓国滞在をエンジョイすることができ、全てが貴重な経験となりました。

韓国に行きたいという方はもちろんですが、少しでも海外に興味があるのならば、

ぜひ異文化を体験して、将来の選択肢を増やしてみてください。

この研修は一般的な観光では得られない体験ばかりです。

（派遣当時 高校2年生）
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参加当時、私はまだ中学1年生で、中学に入学するや否や申し込んだため、

選考されるかどうかは元より、選考された後も事前準備やプログラムについていけるか

不安だったのですが、皆さんに仲良くしていただき、終始楽しく過ごすことができました。

中1〜高2の全員違う学校に通う同士で、送別会で発表するダンスを作り上げたのも良い思い出になっています。

当時は日韓関係が微妙な時期だったのですが、行った先で嫌な思いをしたことはただの一度もなく、

ホストファミリーは仕事先やお友達と会う先に私を連れて行き、紹介してくれました。

私が話すカタコトの韓国語を皆さんにこやかに聞いてくれて、嬉しかったです。

また、いわゆる観光地ばかりではなく、ソウルの皆さんが普段利用するスーパーや

ショッピングセンター、カラオケにも行ったり、バスに乗ったのも良い経験でした。

ホストファミリーとの交流は今も続いており、コロナが落ち着いてきた高1の冬には

（派遣参加から3年後になります）、友達と韓国旅行に行き、パートナーと再会することができました。

今もSNSで近況を報告しあっており、パートナーが大学に合格したので、

今度はパートナーが日本に遊びに来て、私が日本を紹介する予定です。

（派遣当時 中学1年生）
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人生の中で初めての海外体験。K-POPを好きになった事から韓国に興味を持ち

参加させて頂きました。コミュニケーションに不安があったものの、

韓国での生活や実際に体験出来ることの期待がとても大きかったです。

わかる単語を必死で探して理解してもらった時の喜びは今でも忘れられません。

ホームステイ先の皆さんが家族のように親切で居心地が良かったです。

現在の私は、韓国での経験から英語や韓国語に興味を持ち、大学では国際交流学部で多言語を学んでいます。

大学１年生の夏休みには1人旅で、お世話になったホストシスターとソウルで久しぶりに再会する事が出来ました。

現在でもカカオトークを通して交流しています。私にとっては第二の故郷みたいに大事にしたい

一生の友達となりました。少しでも興味があるなら参加する事をお勧めします。

コミュニケーションが難しくても単語や身振り手振りで何とか通じるものです。

また、同行して下さる担当者の方も居るので安心です。

私は高校1年で参加し、現在は大学2年生になりました。

春からは就活が始まりますが、この貴重な経験を活かして頑張りたいと思っております。

（派遣当時 高校1年生）
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